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序 文

 本報告書は、集合住宅にかかわる受託事業として、米沢市教育委員会が実

 施した「花沢A遺跡」の発掘調査報告書です。

 遺跡は、奥羽本線米沢駅の西方約700メートルにある米沢市立第一中学校の

 北方に位置し、縄文時代中期末葉から縄文時代後期を中心とする遺跡として、

 すでに登録されています。

 この度の発掘調査では、竪穴住居跡1棟をはじめ埋設土器や石剣の一部が

 出土しました。

 竪穴住居跡の炉は、土器埋設石組複式炉と呼ばれるもので、縄文時代中期

 末葉を代表する遺構であります。

 今回の調査で得られた成果は、縄文時代を研究する資料として、末永く活

 用する所存です。また、本書が文化財保護の啓発や教育活動の一環として役

 立てば幸いに存じます。

 最後になりましたが、今回の発掘調査にあたり、格段のご指導を賜りまし

 た文化庁、山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室、ご協力いただき

 ましたライフステージ東北株式会社並びに地元関係各位に対し、心から感謝

 申し上げます。

 2007年3月

米沢市教育委員会

教育長舛田忠雄



例言

 1本報告書は、集合住宅工事に伴う緊急発掘調査として、米沢市教育委員会が実施した花

 沢A遺跡発掘調査報告書である。

 2調査は、米沢市教育委員会が主体となって、ライフステージ東北株式会社との受託事業

 として実施したものであり、期間は平成18年5月31日～同年6月30日である。

 調査対象面積は1,632.4㎡。調査面積は416㎡であった。

 3調査体制は下記の通りである。

調査主体米沢市教育委員会

 調査総括村野隆男(教育管理部文化課長)

 調査担当手塚孝(教育管理部文化課文化財主査)

 調査主任菊地政信(教育管理部文化課文化財担当主査)

作業参加者近野慶子佐藤守男新藤伊勢夫

 丸山忠俊渡辺惇永井ゆりこ

 事務局佐藤孝市(文化課長補佐)

 青木千尋(文化課文化財担当主事)

 調査指導文化庁山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室

 調査協力ライフステージ東北株式会社

 4挿図の縮尺は、スケールで各図に示した。

 5出土遺物は、米沢市埋蔵文化財資料室(米沢市花沢一丁目4-21)に一括保管している。

 6本報告書で使用した略号は、HY一竪穴住居跡、DY一土墳、MY一埋設土器、BY一

 掘立柱建物跡、AZ一土器、BZ一石器、CZ一礫器、EZ一石製品、FZ一土製品を表

 示している。

 7本書の作成は、菊地が中心となり近野慶子が補佐し、全体的には手塚が総括した。
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 1遺跡の概要

 第1図で示すように、本遺跡は奥羽本線米沢駅北西約700mの箇所に位置する縄文時代中

 期末葉を中心とする遺跡である。遺跡は旧羽黒川と西側の最上川(松川)に挟まれた細長い

 河岸段丘に立地するもので、大半が宅地になっている。

 このような状況のなかで、果樹園になっている箇所を1987年(昭和62年)の10月に試掘調

 査を実施した結果、縄文時代早期、前期、中期、後期の土器群が出土した。遺構としては土

 器埋設石組複式炉を伴う竪穴住居跡2棟を確認した。この住居跡は、土器等は取り上げたが

 その外については埋め戻し、現況に復した。第44図が埋め戻す前に作成した平面図である。

 特徴は深さが1.2mあることであり、竪穴住居の本来の姿を残す遺構として注目されている。

 詳細は、米沢市埋蔵文化財報告書第32集(昭和63年発行)に記載してある。

 II調査の経過

 今回の調査は、山形市に事務所を置くライフステージ東北株式会社が花沢A遺跡の範囲内

 に集合住宅の建築を計画したことを受けて、2006年(平成18年)5月2日に、同社から、米

 沢市駅前三丁目2473-13番地に集合住宅の建設計画(1,632.4㎡)に伴う発掘の届出が米沢市

 教育委員会文化課にあった。

 これを受けて、同言果調査員が同年5月2日と同月15日に試掘調査を実施したところ、表土

 下53cmの地点で縄文土器や土墳群及び埋設土器群を確認した。この結果から、米沢市教育委

 員会は調査が必要であると判断した。このため、関係者と協議を重ねた結果、記録保存を前

 提に緊急発掘調査を実施する方向で合意した。

 発掘調査は開発側が発掘調査費の一部を負担する受託事業として契約を締結し、平成18年

 5月31日～同年6月30日の日程で開始することにした。

 発掘調査の範囲は、第2図で示す様に建物が建築される場所でも撹乱されていない北方側
 を中心に重機による表土剥離から開始した。上面は砕石が約30cmの厚さに敷かれており、其
 の下には旧畑地と推測される黒土層、約20cmの下層に遺物が混入する包含層が確認されたの

 で、重機による作業は黒層の直下までとした。

 遺物は主に調査区の南側に集中しており、土器片が中心であり石器類は少量であった。重

 機による表土剥離は一日で終了した。

 6月1日からは、作業員による面整理を開始した。土色は黒褐色土の下面に茶褐色土があ
 り、少量の炭化物が混入する土層で、地形的には南側が高く緩やかに北側に傾斜している。
 遺物の出土量は、南側が多く北西部が少量であったが、遺構に関しては北方側に集中する

 傾向が認められた。

 遺構の確認面は、黄褐色土及び黒褐色土層であり、この層を掘り込んで埋設した土器群は
 総計で14基あるが、大半は口縁部が欠損していた。後世における農地としての耕作中に欠損
 したものと考えられる。調査は、6月28日までに遺構平面図作成を除き終了した。6月30日

 に現地説明を開催し、同日の夕方までにすべての工程を終了した。
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皿検出遺構

 今回の調査区からは、縄文中期後葉～縄文後期初頭に構築された遺構群が検出され、大半

 は縄文中期後葉に位置する。遺構の総数は77基で、種別では竪穴住居跡1棟、掘立柱建物跡

 2棟、土墳51基、柱穴2基、埋設土器13基、ピット8基であった。

 これらの遺構群について、列挙した順に述べる。土堤群については第1表、柱穴について

 は第2表に詳細を示した。遺構群出土の遺物については、文様の判別できたものについては、

 実測図や拓影図及び観察表を第3表に作成したので参照願いたい。

 (1)竪穴住居跡HY1(第4・5図)

 調査区の北西箇所から確認したもので、床面を掘り込んで拳大の石と扁平の大きめの石を

 組み合わせ、頂部に底部と口縁部を取り除いた土器を埋設した形態の土器埋設石組複式炉を

 設置した竪穴住居跡である。

 長径が3.4mの円形状に掘り込んでおり、柱穴は6本確認した。入り口は直下に長円形の

 川原石を配した箇所の北西部が考えられる。壁の深さは平均で40～48cmあり、良好に残って

 いた。東西は緩やかに、南北はほぼ直角に立ち上がる壁面である。

 出土遺物としては、第27図1～4、第28図1～3の土器群、第38図の4(石鎌)、5(石錐)、

 15(掻器)の石器群、第39図の4(石剣)の石製品がある。他に図示しなかったが、整理箱

 3箱の土器片が主に覆十から出土している。土器群は、沈線文による「C」字状文(第28図

 1～4)、隆線文の第27図2、稜帯文の同図1がある。器形は、沈線文の第28図は深鉢形土器、

 第27図1～3は注口土器で鉢形土器である。3には朱色の彩色が施されていた。何れも破片

 であり、復元は出来なかった。

 これらの土器群は、縄文中期後葉期の東北南部の編年でみれば、大木10b式併行の土器群

 が主流であり、竪穴住居跡の年代もこの時期と考えるのが妥当である。

 (2)掘立柱建物跡BY1・2(第7・8図)

 BY1は、今回の調査区のほぼ中央部に確認したもので東西に張り出す構成になっている

 ものと判断した。柱穴は円形に掘りこまれた平面形状であり8本ある。深さは平均で80cmあ

 り、半裁したセクションで明確に柱痕跡が観察されたものが、TY23.42.49.50.52.59の6

 本であった。

 柱痕跡は、25～30cmと想定される。床面からは炉跡は確認されていないので、集会所的な

 多目的機能を持つ掘立柱建物跡と考えられる。

 TY37の南方部には、埋設土器MYlO・16が認められた。出土状況から掘立柱建物跡と埋

 設土器の関係は、時間差がないものと考えられ、関連すると想定される。柱穴からの遺物は

 少量であり、MY6・10の土器が年代とすれば、竪穴住居跡と同年代が相当と考えられる。

 BY2は、調査区の北方に確認したもので、BY1と同様な平面形状を有する。特に張り

 出す箇所についても、明瞭に柱痕跡が確認された。長軸方向は同様であるが、BY1よりは
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 小型の様相を呈している。柱穴の数は6本確認しているが、本来はBY1と同様に8本で構

 成するものと推測される。

 西方に大型の方形状の土墳DY27がある。この土墳の底面からは、第23図の小形深鉢土器

 が出土している。この十器の文様からすれば、大木IO式に先行する大木9式併行段階の土器

 である。従って床面を掘り込んで埋設したMY8をBY2の年代とすれば、DY27が埋没し

 た後に、BY2を構築したと考えられる。

 その他に、2基の柱穴がある。BY2を構成するTY17の西側に隣接するTY18とSE区

 の中央部東側に位置するTY39である。後者のTY39は周囲の遺構群から判断して、張り出

 し部の柱穴の可能性がある。

 (3)土墳DYの略号(第7図～ll図)

 調査の北側を中心に重複して確認され、平面形状や断面形態から3形態に大別した。さら

 に微細な形状から6形態に細別した。これらの遺構群も竪穴住居跡と同様の縄文中期後葉期

 の土墳群であるが、前述した様相から年代幅をもって構築されたと考えられる。

 第6図は、土墳形態分類図であり、A類～C類の3類に大別され、さらに微細な形状から6

 形態に細別した。これらの土墳群から出土した遺物については、第1・3表に示したので参

 照願いたい。次に各形態別に説明を加える。

 A1類一1基一DY27(第8図)

 調査区の北西部に位置する方形の大型土墳で、南西コーナー部に重複してDY68がある。
 重複関係は、DY27の構築後にDY68を構築している様子が、セクション図から理解される。

 底面は平坦であり、竪穴状に掘り込んでいる。復元した第23図が底面に置かれた状況で出土
 している。土器片は140点であり、沈線文で表出した横位の「C」字状文が多く認められた。

 (第31図1～3)

 覆土は人工堆積であり、自然礫を含む汚れた土質である。底面の土器の出土状況や覆土か
 ら判断して、方形に掘り込んだ大型の墓墳と考えられる。

 A2類一1基一DY2(第ll図)

 壁が緩やかに立ち上がる大型の土墳で、調査区の南方部に位置する。北側には、現代の浄
 化槽が埋設されており、約二分の一を完掘した。セクション図から判る様に中央部やや西側
 にB2類の土墳が構築されている。この箇所は、微砂質土であり底面には拳大の礫が認めら
 れた。出土した土器は後から掘り込まれたB2類の土墳覆土からである。第28図5.6.7で
 あり、変形の「C」字状文である。

 本来の底面形態が明確でないので、土墳の構築目的は不明と言わざるを得ないが周囲の状
 況から判断して墓墳の可能性が高いと考えられる。

 B1類一7基一DY14.22.31.33.34.35.48(第7～ll図)

 上部から底部にかけて壁面が広がる袋状土墳をB類とし、大型をB1類、やや小型の形態
 をB2類に細類した。B類の総計は16基であり、調査区北方の掘立柱建物跡に囲まれた範囲
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 に集中して確認された。

 竪穴住居跡の東側に隣接するDY33・34は第8図で示すセクション図から、DY34の構築

 後にDY33を構築していることが判る。DY34出土の土器群は縄文を施文した大形の粗製土

 器であったが、復元することは出来なかった。DY33の土器群は、第22図1の稜帯文の土器

 群が主流である。文様は変形の「C」字状文が認められた。

 覆土は人工堆積であり、底面近くにまとまって土器が認められた。この様な状況から土器

 は副葬品と考えられ、墓堤の可能性が高いと考えられる。ただし、調査区中央部西側に位置

 するDY48は、後期の土器片第35図2が出土している。土墳が廃絶した後に混入したと推測

 される。

 B2類一9基一DY8.19.21.24.32.46.55.61.65(第7～11図)

 DY46は、HY1の床面を掘り込んで構築した土墳であり、住居跡に付随すると考えるの

 が妥当である。遺物としては、第34図4・5の沈線文土器、第40図15の円盤型土製品が出土

 している。DY21からは、第39図2の石鏃が覆土から出土している。また、DY55の覆土か

 らは石棒の破片が認められた。

 B2類はB1類よりも浅い形態が多く認められることから、幼児用墓墳の可能性もあり、

 出土した土製品や石器等は副葬品と考えたい。

 Cl類一ll基一DY9.28.30.38.41.44.51.53.54.63.68(第7図～11図)

 平面形状が円形で、小規模な土壙群を本類とした。断面形態から竪穴状の土墳をCl類、

 レンズ状の形態をC2類に細類した。総計は33基で最も多く認められた土墳群である。埋設

 土器のMY3とMY5の中間に位置するDY1は、今回の調査区では最も南に位置する土墳

 であり、人口の堆積状況を示していた。小破片の土器片が89点出土している。他に円盤型土

 製品1点が認められた。大半の土墳覆土に遺物が混入しており、沈線や稜帯による「の」字

 状文系土器群である。

 これらの土墳群の中には、DY41のように柱穴も含まれており、掘立柱建物を構成するに

 至らない柱穴とすれば、単独で柱を立てるためと考えられる。墓標的なものと想定したい。

 ピット群についても小規模なものとして同様に考えられる。

 C2類一20基一DY1.3.4.5.7.10.1L13.16.26.29.36.40.43.45.47.57.60.62.64.

 66.67(第7図～ll図)

 調査区の全域に認められ、遺物を含むのが多く認められた。B2類と同様な機能が考えら

 れる。

 (4)埋設土器一13基一MYl～13(第1～ll図)

 調査区の東側を中心に南北に並ぶように、5基が認められた。特にMY7は埋設した土器

 の上に蓋をするように土器を逆さに配置したものであり、合わせ口の形態である。幼児用の

 墓制と考えられる。MY12からは、副葬品と思われる第38図22の無茎石鎌が、出土している。

 埋設土器の大半は、口縁部がすでに失われており、以前の畑地として耕作する際に偶然削平

 されたと推測される。破損面が新しいことからも、そのことが伺える。
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 第1表土壙計測表

           No遺構番号形態上部径(cm)底部径(cm)深さ(Cm)地区出土墳物土器片数拓本数礫器数
           1DYlC1類1005034SE円盤形土製品89

           2DY2A2類22811460SE第40図26円盤形土製品2273敲石1
           3DY3C2類603831NE

           4DY4C2類6234NE

           5DY5C2類826222NE331

           7DY7C2類422628NE

           8DY8B2類9412456NE41

           9DY9Cl類644447NE162

           10DYlOC2類724830NE16

           llDYllC2類1048013NE22

           13DYl3C2類361823NE

           14DYl4B2類10012850NW536

           16DYl6C2類5034!3NW3

           19DYl9B2類11012828NWlll4

           21DY21B2類708016NE第38図2石鑑2

           22DY22B1類14416258NE1965敲石3

           24DY24B2類10012462NE1465石皿1敲石2
           26DY26C2類846224NE17

           27DY27A1類238×20040NW1404

           28DY28C!類623034NW第39図2磨製石斧3

           29DY29C2類503023NW4

           30DY30C1類684045NW192

           31DY31B2類10012050NW811

           32DY32B2類10014040NE掻器555

           33DY33B1類11015084NW3645敲石2

           34DY34B1類13216262NW30

           35DY35Bl類10414042NEll

           36DY36C2類947218NE

           38DY38Cl類905858SE745石皿2

           40DY40C2類6038NW

           41DY41C1類582638NW522敲石2

           43DY43C2類624415SE1石皿

           44DY44Cl類603844SE473

           45DY45C2類644226SE

           46DY46B2類8811828NW第40図15円盤形土製品442敲石!
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 IV出土遺物

 竪穴住居跡や土墳群及び調査区南側の包含層から出土した。土器片が最も多く15,218点を

 数え、次に石器類が239点、礫器72点、円盤形土製品51点、埋設十器14点、一括土器8点、

 石製品3点、土製品2点、復元可能十器5点であった。これらの遺物について、実測図や拓

 影図、写真図版を必要と認識したものを選出して図面等を作成した。

 (1)土器

 実測図及び拓影図を作成し、さらに土器観察表を記したので、詳細についてはこれらを参

 照願いたい、,一括土器、埋設土器の合計は22点であるが、上部を削平されたものや磨滅が著

 しいものが多く、復元できたのは12点であった。この中で石膏を全く使わないものは一点も

 なく、辛うじて全体の文様構成や器形がわかる復元土器は5点だけであった。復元土器につ

 いては、第13図～第23図に示した。土器片は文様を描いたのが少なく、文様が明確なl18点

 について第24～37図に示し、第3表に観察表を作成した。出土した土器群を文様表出技法や

 文様の構成及び胎土、器形から下記に分類されるが、年代としては縄文中期末葉の十器群が

 大半であり、縄文時代後期初頭の十器群が少量混入している。

 前者を1群土器、後者を1群土器とし1群土器はa～e類の6形態に、1群土器について

 は出土数が少なかったことから分類するまでには至らなかった。

 1群a類土器(第23図他)

 調整沈線文による渦巻「C」掌状文を胴上部に、胴下部には縦位の「U」字状文を描いた

 文様構成であり、上部は波状文との組み合わせになっている。

 器形は、胴中央部で外反し口縁部がやや内反する、小形の深鉢形土器である。今回の調査

 区出土土器群の中では、他の十器群に先行する形態と考えられる。出土数としては、少量で

 あった。

 1群b類土器(第24図他)

 胴部を調整沈線で区画し上部には文様、下部は縄文だけを施文するのを特徴とする形態を

 本類とした。今回調査区出土の主流のひとつである文様構成で、大木IOa式に分類される土

 器群である。上部の文様は、稜線文による縦位の「S」字状文系や沈線文による「O」字状

 文系が認められた。

 器形は、復元土器が少ないことから明確にいえないが第17図のMY6から考慮すれば、最

 大径が胴中央部にあり、口縁部がやや外反する第14図に示した器形に類似する大形の深鉢形

 土器や口縁部が最大径の第16.19図の器形が想定される。

 1群。類土器(第22図他)

 稜帯文、沈線文、隆線等による横位に展開する「C」字状文系の文様構成の土器群である。

 第22図の土器は文様構成が判別できる土器のひとつであり、横位の「S」掌状文と「C」字
 状文が連結して4単位で構成している文様である。

 1群d類土器(第14図他)

 器面全体を縄文原体で施文した粗製土器群であり、土器出土総数の約7割を占める。縄文原
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 体は、多条縄文が多く次に単節縄文、少量であるが複節縄文等が認められる。埋設土器で復

 元した第14、16、19図は完形に近い形態である。また、第21図1の小形土器は口唇部が無文

 帯を有するものも認められた。

 1群e類(第21図2他)

 台付土器の形態であり、穿孔を有する第21図2.5と同図3の穿孔がない形態が出土して

 いる。全体の器形は不明であるが、浅鉢形土器が上部に付くと想定される。

 H群土器(第36図3他)

 胎土に石英砂を多く含むのが特徴で、無調整の隆帯文で構成する文様である。今回の調査

 区から少量出土している。

 (2)石器

 総数で239点出土しており、竪穴住居跡40点、土墳群からは28点であった。その他は南方

 の包含層や遺構確認面からの出土である。剥片が209点で大半を占め、石器としては30点で

 あった。剥片の縁辺に簡単な調整を加えただけの石器が多く、器種として分類できる形態の

 石器は、21点に過ぎなかった。

 形態別の出土数は石鏃4点、石匙3点、石錐2点、小形箆状石器1点、掻器4点、削器5

 点、磨製石斧2点であった。形態別に列挙した順に説明を加える。

 石鏃(第38図1～4)

 石材は、石英を使用した4を除き、頁岩を使用している。3はb面にバルブを残しており

 製作を断念した形態である。HY1の覆土から出土した4も厚みがあり、完成品でないと考

 えられる。1と2は完成の形態と考えられる。両者とも埋設土器や土墳からの出土であるこ

 とから副葬品の可能性が高いと考えられる。

 石匙(第38図7～9)

 3点とも南方の包含層からの出土である。9は、小形の形態で両面調整によって整形され

 ている。縁辺に使用痕が認められないことから、利器としての機能よりも装飾品の一種とも

 考えられる。7は縦型の片面調整、8は横型の片面調整であり、両者に使用痕が観察された。

 石錐(第38図5.6)

 細長の縦型剥片に簡単な調整を加え整形した形態ある。5はHY1の覆土から出土した。

 6は、南方の包含層からである。尖端部に使用痕は観察されなかった。

 小形箆状石器(第38図16)

 両面に一次剥離面を残すが、縁辺から両面調整によって丁寧に整形されている。調査区の

 北西部遺構確認面から出土したもので、基部付近に柄着装痕が観察され、刃部に使用痕が認

 められた。刃部の形態から判断して、削器の機能を持つと考えられる。

 掻器(第38図IO.12.13.15)

 4点とも使用痕が観察される。13・15はHY1の覆土から出土している。他の2点は南側

 包含層からであった。IOは基部が欠損した形態であり、柄を着装して使用したものと考えら

 れる。剥片の形態が判る様な簡単な整形である。
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 削器(第38図14)

 実測図を作成したのは、1点だけである。縦型の剥片を素材に用い簡単な調整で整形し

 た形態である。側辺に使用痕が認められた。

 磨製石斧(第39図1.2)

 地元の石材を使用して、研磨によって仕上げられた小形の形態である。刃部に使用による

 刃こぼれが認、められる。1は緑色の硬質砂岩、2は安山岩の石材を使用している。1は南側

 の包含層から出十している。2はDY28の覆土からの出土であった。

 礫器(第41図)

 安山岩等(つ川原石を、台石や敲石として使用した礫器群である。使用によって凹部ができ

 ることから、凹石とも呼ばれる。使用の相違によって多様な形態が認められ、第12図に示し

 たのが、今回調査区から出土した礫器の分類図である。

 最も多く認められた形態が、a形態であり凹部が浅い形態で片面だけの使用と両面使用が

 あり、磨面を持つものも認められた。大きさは、挙人で片手で持てる重さである。d類は敲

 石よりも、凹部の形態から台石に使用された可能性が強い。使用する対象は堅果類の加工と

 想定される。

 出土状況としては、調査区全域に点在するが、遺構の密集しない南側や南東が多く、遺構

 からの出土は少量であった。

 (3)十製品(第39.40図)

 磨滅の著しい3点を除き、48点について拓影図を作成した。土器片を素材に使用して、敲

 打によって円形に加工したものである。縄文時代中期中葉に最も多く見られる土製品である。

 今回の調査区から出土したものは、小形の形態が多く認められた。中期中葉にはこれ以外

 に三角形土製品が出土しているが、今回は認められなかった。

 製作目的は明確でないが、意図的に壊されているのもあり祭祀的要素を持つ遺物と考えら

 れる。

 (4)石製品(第39図3.4第8図EZ26)

 3は茶褐色の桂化木を石材に使用し、縦位の溝と未完通の穿孔を有する。長さが7.5Cmあり、

 端面からも穿孔している。もう一方の端面は、欠損しており全容は不明である。

 4は青灰色の粘板岩を素材に使用し、敲打によって整形した後に、研磨によって整形した

 石剣である。長さはllcm、厚さは1.5Cmで意図的に折られた面が認められことから、祭祀に

 使用したものと考えられ、HY1の床面直上から出土している。

 第8図のEZ26は、MY8の内部から出土した。2cmと小形で、中央部に穿孔し縁辺の3

 箇所に凹部を整形した形態の石製品で、石材は灰白色の泥岩を使用している。
 石棒(第42図2)

 粗面岩を石材に用い、角の部分を敲打によって丸く整形を加え、研磨によって整形した石

 棒である。端面の周辺にも調整を加え図で示した形態に加工している。側面には、加熱によ
 るハジケ面を有する。意図的に折られた面が認められた。
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 第3表花沢A遺跡出土土器観察表

 fは覆土を示す

        番号挿図番号出土地区層位文様表出技法単位文様図版番号分類

        1第13図1MY7b1LR4本多条胴上半部欠損のため不明第26図版!不明

        2第13図2MY7A1RL4本多条胴上半部欠損のため不明第26図版2不明

        3第14図1MYl1LR3本多条胴上半部欠損のため不明第27図版11群d類

        4第!5図1MY3且調整沈線文胴上半部欠損のため不明第27図版21群b類

        5第16図1MY2HRL3本多条第28図版11群d類

        6第17図1MY61調整沈線文変形の「c」字状文?第28図版21群b類

        7第18図1MY4H隆帯文胴上半部欠損のため不明第29図版11群c類

        8第18図2HY1炉HLR3本多条胴上半部欠損のため不明第29図版2不明

        9第19図1MYlO且RL3本多条第30図版11群d類

        10第20図1MYllHRL複節縄文胴上半部欠損のため不明第30図版2不明

        11第21図1HYlf直前段多条の縄3本1群d類

        12第21図2SW区且無文第36図版201群e類

        13第21図3NE区1無文1群e類

        14第21図4NE区且調整沈線文、隆帯文同心円文第36図版11群c類

        15第21図5SW区H無文1群e類

        16第22図1DY33f稜帯文変形の「c」字状文第31図版11群c類

        17第23図1DY27底面調整沈線文渦巻「c」字、縦位「U」字状文第31図版21群a類

        18第24図1DY38f調整沈線文、隆帯文楕円文、縦位の「s」字状文第33図版11群c類

        19第25図1DY24底面調整沈線文横位の「c」字状文第32図版1工群b類

        20第25図2DY24f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版211群b類

        21第25図3DY24f調整沈線文第36図版20工群b類

        22第25図4DY24f異状縄文1群d類

        23第26図1NE区且調整沈線文変形の「c」字状文1群b類

        24第26図2SE区且調整沈線文変形の「c」字状文1群b類

        25第27図1HY1f稜帯文「c」字状文第34図版41群c類

        26第27図2HY1f隆帯文変形の「c」字状交互渦巻文+楕円文第碗図版1/1群c類
        27第27図3HYlf隆帯文不明 34図版71群c類

        28第27図4HY1fLR3本多条n群

        29第28図1HY1f調整沈線文横位の「c」字状文第34図版81群b類

        30第28図2HY1f稜沈文横位のrc」字状文、/第34図版91群c類
        31第28図3HY1f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版61群b類

        32第28図4HY1f調整沈線文平行沈線文1群d類

        33第28図5DY2f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版131群b類

        34第28図6DY2f調整沈線文横位の「c」字状文第34図版191群b類

        35第28図7DY2f調整沈線文横位の「c」字状文1群b類

        36第28図8DY5f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版151群b類

        37第28図9DY9f稜帯文重同心円文第34図版21群c類

        38第28図10DY9f稜帯文重同心円文第34図版31群c類

        39第29図1DY14f調整沈線文横位の「c」字状文系第34図版111群b類

        40第29図2DYl4f調整沈線文変形の「の」字状文系1群b類

        41第29図3DYl4f調整沈線文横位の「c」字状文系1群b類
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        42第29図4DY14f調整沈線文縦位の「c」字状文1群b類

        43第29図5DY14f調整沈線文横位の「c」字状文1群b類

        44第30図1DY14f調整沈線文渦巻「の」字状文第34図版101群a類

        45第30図2DY19f隆沈文横位の「c」掌状文1群。類

        46第30図3DY19f隆沈文横位の「c」字状文工群。類

        47第30図4DY19f調整沈線文横位の「c」字状文1群b類

        48第30図5DY19f調整沈線文横位の「c」字状文1群b類
        49第30図6DY22f調整沈線文横位の「c」字状文⊥群b類

        50第30図7DY22f稜沈文横位の「c」字状文第35図版121群b類

        51第30図8DY22f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版ll1群b類

        52第30図9DY22f調整沈線文横位の「c」字状文工群b類
        53第30図IODY22f稜沈文変形の「c」字状文工群。類
        54第30図11TY23f隆沈文横位の「c」字状文第35図版101群。類
        55第31図1DY27f調整沈線文横位の「c」字状文第34図版221群b類
        56第31図2DY27f調整沈線文横位の「c」字状文工群a類
        57第31図3DY27f調整沈線文横位の「c」字状文1群b類
        58第31図4DY30f稜帯文横位の「c」字状文1群。類
        59第31図5DY30f稜帯文横位の「c」字状文第35図版51群。類
        60第31図6DY31f稜帯文横位の「c」字状文工群。類
        61第31図7DY32f調整沈線文横位の「c」字状文1群b類
        62第31図8DY32f調整沈線文横位の「c」字状文第34図版23工群b類
        63第31図9DY32f隆帯文突刺文1群。類
        64第31図10DY32f稜沈文横位の「c」字状文1群。類
        65第31図11DY32f稜沈文変形の「c」字状文1群。類
        66第32図1DY33f稜帯文横位の「c」字状文第32図版21群。類
        67第32図2HY1f調整沈線文横位の「c」字状文第33図版21群b類
        68第33図1DY33f隆帯文横位の「c」字状文第35図版11群。類
        69第33図2DY33fRL5本多条横位の「c」字状文工群d類
        70第33図3DY38f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版71群b類
        71第33図4DY38f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版31群b類
        72第33図5DY38f2R単節1群d類
        73第33図6DY38f稜帯文横位の「c」字状文第34図版12工群。類

        74第33図7DY41f調整沈線文横位の「c」字状文陣
        75第33図8DY41f調整沈線文変形の「c」字状文1群b類
        76第34図1DY44f稜帯文横位の「c」字状文第35図版81群。類
        77第34図2DY44f稜帯文横位の「c」字状文1群。類
        78第34図3DY44f稜沈文横位の「c」字状文1群。類
        79第34図4DY46f調整沈線文横位の「c」字状文第35図版41群b類
        80第34図5DY46f調整沈線文変形の「c」字状文第35図版21群b類
        81第34図6DY5!f稜沈文横位の「c」字状文第34図版61群。類
        82第34図7DY51f調整沈線文変形の「c」字状文第34図版151群b類
        83第35図1DY48f稜沈文横位の「c」字状文第34図版51群。類
        84第35図2DY48f隆帯文横位の「c」字状文第34図版161群
        85第35図3NE区且調整沈線文横位の「c」字状文1群b類
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        86第35図4NE区且調整沈線文横位の「c」字状文第35図版221群b類

        87第35図5NE区H調整沈線文横位の「c」字状文第35図版181群b類

        88第35図6SE区且調整沈線文横位の「c」字状文1群b類

        89第35図7SE区1調整沈線文横位の「c」字状文1群b類

        90第35図8SE区H調整沈線文横位の「c」字状文1群b類

        91第35図9SW区H稜帯文横位の「c」字状文1群。類

        92第35図10NW区n稜帯文横位の「c」掌状文1群。類

        93第35図llNE区1隆帯文横位の「c」字状文1群。類

        94第35図12NE区H稜帯文横位の「c」字状文1群。類

        95第35図13SW区H調整沈線横位の「c」字状文1群b類

        96第36図1NE区H稜帯文横位の「c」字状文第35図版!91群。類

        97第36図2SW区H稜帯文1群。類

        98第36図3SE区H稜帯文「の」字状文第35図版16工群。類

        99第36図4NE区1稜帯文変形の「c」字状文第35図版25工群。類

        100第36図5NE区H稜帯文変形の「c」字状文第35図版91群。類

        101第36図6SW区且稜帯文1群。類

        102第36図7NE区1隆帯文突刺文他第35図版231群。類

        103第36図8NE区1稜帯文1群。類

        104第36図9NE区』1隆帯文変形の「c」字状文第35図版141群c類

        105第36図!0NE区1隆帯文突刺文他第35図版241群c類

        106第36図llNE区H隆帯文突刺文他1群c類

        107第36図12NE区1隆帯文突刺文他第35図版171群c類

        108第36図13NE区且調整沈線突刺文他第35図版201群b類

        109第36図14SE区H調整沈線変形の「c」字状文1群b類

        110第36図15NW区1RL4本多条1群d類

        111第36図16NW区HLR単節1群d類

        ll2第36図17SW区HRL単節1群d類

        ll3第37図1SW区且LR4本多条1群d類

        ll4第37図2SW区HRL4本多条1群d類

        115第37図3SW区且LR4本多条1群d類
        116第37図4SW区HLR4本多条1群d類

        ll7第37図5SW区HLR3本多条1群d類
        ll8第37図6SW区1LR4本多条工群d類

        ll9第37図7SW区且RL4本多条1群d類
        120第37図8SW区1LR4本多条1群d類
        121第37図9SW区HLR単節1群d類
        122第37図10SW区1LR4本多条1群d類
        123第37図11SW区1RL単節1群d類

        124第37図12SW区且LR単節1群d類
        125第37図13NW区HLR4本多条1群d類
        126第37図14NW区且RL4本多条1群d類
        127第37図15SW区HRL3本多条1群d類
        128第37図16NW区HLR4本多条1群d類
        129第37図17NW区且RL4本多条1群d類
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 Vまとめ

 今回の調査区から検出した遺構群は、竪穴住居跡を中心に構築されたものであり、花沢A

 遺跡のなかでどのような位置づけになるのか検討を加えたい。

 時期としては、出土土器から縄文時代中期末葉の大木IOb式分類にされる土器群が中心を

 なすことが明かになった。竪穴住居跡は長径が3.4mの円形状に掘り込まれた小規模なもの

 であり、また出土遺物は浅鉢土器に彩色したものや意図的に折られた石剣の出土から祭祀が

 行われた場所と考えられる。

 掘立建物跡は、東西に張り出す形態である。床面に炉が存在しないことから推測すれば、

 竪穴住居跡と同様に祭祀を執り行う場所として位置付けたい。

 土墳群も人工堆積を示すことや、副葬品と思われる遺物の出土は墓墳としての可能性が強
 く、形態の違いは成人や子供の埋葬によるものと解釈される。また、幼児用の墓墳と考えら
 れる埋設も整然とならんでおり、これらを総合すると今回の調査区は花沢A遺跡における墓
 制地域と言える。

 ちなみに、昭和62年度の試掘調査では竪穴住居跡を2棟確認しており、北方に集落が広が

 ると考えられる。

 次にこの時期に特徴的な複式炉について検討したい。

 第43・44図に示したのは、石組炉、土器埋設石組炉を設置した竪穴住居跡の平面図である。
 第43図の台ノ上遺跡HY41・50の2棟の竪穴住居跡の炉は石組の形態であり、特にHY41は
 馬蹄形で、土器埋設石組複式炉に発展する前段階として注目される。

 時期は出土土器から縄文時代中期中葉の大木8b式併行である。同図の大清水遺跡の二重
 土器埋設石組複式炉は、今回の竪穴住居跡よりも先行する大木9b式に分類される。大塚山
 遺跡の竪穴住居跡は、石組みを多用する形態で複節縄文を施文しており、花沢A遺跡と同様
 な時期である。

 第44図は米沢市小野川温泉の西方に位置する塔之原遺跡の竪穴住居跡であり、重複関係か
 ら土器埋設複式炉が大型になっていく様相が伺える。出土土器については、第47図に示した。
 これらの土器群は、稜線文や隆帯文によって構成されるもので、大木10b式に分類される。
 昭和62年の試掘によって確認したのが第44図の2棟である。
 南方に埋設土器を配置しており、第46図に示した。今回の土器群よりもやや先行する文様

 であるが、共存する土器群の多くは大木10b式である。
 以上述べたように、複式炉には多数の形態があり、これらが終焉を迎えるのは中期末葉と

 考えられている。このようなことから、今回検出した炉の形態は複式炉の最終形態のひとつ
 と考えられる。

 次に遺物について検討を加えたい。土器としては、埋設土器を中心として復元することが
 できた。しかし、文様構成が把握できた土器は僅かに2点だけであった。これは、以前に畑
 であったことから、口縁部が壊されてしまったことによる。

 この時期の土器は、口縁部に文様が描かれるのが多く、結果として下部の縄文だけの土器













 が出土したことによる。さらに、粗製土器が多いこともあげられる。

 石器は出土数が少ないのは、前に述べたように今回の調査区が生活の場ではないことに要

 因があると考えられる。

 土偶の出十は、認められなかったが、台付土器や彩色した浅鉢土器、注口土器等は祭祀に

 関係する遺物として注目される。

 最後に、今回の調査にたいして便宜をはかっていただいたライフステージ東北株式会社及

 びご協力を賜った地元の方々に対して心から感謝申し上げます。
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